


 ４/１９（土）新病院建設事業近隣説明会質疑およびご意見 【別紙】

(4) 質疑応答
項番 質　問 回　答

1
　屋上サインが明るいが、夜間も点灯したままなのは、ヘリコプ
ターのために点灯しているのか。

　屋上サインの照明は、夜間は点灯したままです。
　日中は、消灯しており、日没に合わせて冬季は１８時頃から、夏季は１９時
頃から朝方まで点灯しています。
　ヘリコプターは夜間は離着陸しませんが、救命センターなどに来院される方
にわかりやすいよう点灯しております。なお、ヘリコプターの日中の飛来台数
が以前と比較し、多い状況ですが、救急活動のため引き続き御協力願います。

2
　屋上サインの明かりと比較し、東の救急入口は暗く感じるが何
故か。

　救急入口は、現在は、手前に東西棟があり暗く感じますが、この先、東西棟
が解体されると北側通路から視点が広がりわかりやすくなります。

3
　東西棟解体工事の際の、工事車両はどこから出入りとなるの
か。

　東西棟解体工事期間中からは、当院北側の道路の正面入口東側の現在仮設プ
レハブ棟がある付近から工事車両が出入りする予定です。工事期間中は、警備
員を配置し、来院者や近隣住民の安全を確保しながら工事を行進めて行きま
す。

4 　東西棟解体工事期間中の患者さんの動線はどうなるのか。
　西館側に臨時正面玄関を設置し、全ての患者さんは、西館から渡廊下棟経由
で本館へ来ていただくことになります。
　動線が長く、大変ご迷惑をおかけすることになりますが、御理解願います。

項番 ご意見等 回　答

1
　地盤調査は今後も行う予定はあるのか。今後、解体工事も予定
しているので、整備完了時にも調査をお願いしたい。

　今後の工事仕様書に入れることを検討します。

2

　ルーバーの風切音対策は、全ての工事が終わらると風の向きが
変わると思う。音は完全には鳴りやまないと思う。
　最近は、可動式の別製品もあるので検討してはどうか。
　車両実験では、前方向からの風のみで脇からの風に対応できな
いのではないか。

　現時点では、実験結果をもとに今回お示した対策が最善と考え５月末を目途
に対応してまいります。なお、ご提案いただいた製品につきましては、今回の
対策後の状況により、情報収集してまいります。

3
　ルーバ―の風切り音対策を検討する中で、風洞実験から車両実
験に変えたのはなぜか。

  風洞実験では風が部分的にしか当てられないため、ルーバー全体に風を当て
ることでの音鳴りの状況を車両実験で確認しました。

4
　設置したルーバーについて、他の事例は確認したのか。ゼネコ
ンから事例や情報はないのか。

　施工者、設計業者で、同じ製品を採用している他病院を視察しましたが発生
はしていませんでした。
　メーカーにも確認しましたが、情報はないとのことでありました。

5
　今回の屋上ルーバーの風切り音対策で効果がなければどうする
のか。今回で終わりなのか。なお、グランドオープン後も継続的
に対応も行ってもらえるのか。

　今回お示した対策が、現時点では有用な対策と考えています。
　対策実施後も近隣の皆様の生活に影響を及ぼしている場合には、グランド
オープン後も含め、対策を検討していきます。

6
　風速は常に計測しているのか。
　ヘリポートの風速機では意味がない。より正確なもので計測す
る必要があるのではないか。

　参考として、屋上ヘリポートに設置しているもので、音鳴り発生時の風速を
計測しています。
　専門的な機器は、非常に高価であるため、導入については、その効果を含め
研究課題とさせていただきます。

7 　ヘリコプターの離発着数は増えているのか。 　大型機やドクターヘリも受け入れてるので増えています。

8
　前回の説明会で照明が明るいと意見したが、今後も節電したほ
うがよいのでは。

　日中の時間帯も含めて節電に努めてまいります。

9
　朝の６：３０頃ゴミ収集車なのかわからないが、扉を閉める音
がうるさい。

　直ぐに確認し、関係する業者へ近隣への配慮を行うよう指導してまいりま
す。

10 　敷地東側の道路からの階段は、いつから使えるのか。

　現在は、建物への通り抜けが出来ないため、人が滞留する可能性もあること
から、閉鎖しています。
　東側の駐車場が整備され、グランドオープン時期に近づく頃から開放する予
定です。

■ 説明会実施後のご意見等
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